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マックスプルの『電解研磨』が新しくなりました！！

＜より洗練された表面加工＞
クリーンルームへの適正化ＵＰ！

我々マックスプル工業は、現状の製品の品質に満足せず、さらなる品質向上の為、
日々、研究・開発を行っております。その一環で、この度、マックスプルステンレス
ウインチ ESB・ERSB シリーズの表面加工の研磨精度を上げ、製品の品質を高める
ことができました。
　　　　　　　　　　　〈 電解研磨の精度向上を実施！〉
■美観（光沢度）の向上
いままでの電解研磨では、製品の表面はマット調でしたが、今回の新しい電解研磨
では、バフ研磨に近い仕上げになっております。
バフ研磨に近い光沢を得ることで、製品の美観や質感がぐっと向上し、バフ研磨を
施したステンレス製機器との調和もとれる様になりました。

■溶接焼けの完全除去
新しい電解研磨により、いままでは薄く残っていた溶接焼けを、完全に除去することに成功しました。
溶接焼けや、微細な表面の凸凹を除去することで、なだらかな表面が得られ、汚れやウイルス等が付着しにくくなり、
洗浄性やクリーンルーム等での使用の適正性が上がりました。

●電解研磨　( EP:  E lectro Pol ishing )
電解液中に、ステンレス材などの材料を投入し、金属材料に電気を流し電解反応を起こさせ電気化学的に、より金属材料の
表面にある極微細な突起を優先的に溶解、平滑化し、光沢面に仕上げる加工のことで、物理研磨しにくい部分を研磨することに
優れております。
電解研磨を行いステンレスの金属表面を溶解すると、ステンレス表面を覆っている酸化皮膜（不働態被膜）の Cr（クロム）が
凝縮し、完全に近い不動態皮膜に再生され、処理前より高い耐食性を得られるのも特長です。
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